
  脱炭素事業に関する村民説明会【下生坂区】開催要旨  

    

         

日時 令和６年２月１９日（月）午後６時～午後７時３０分  

場所 下生坂公民館      

参加者 １８名（村民１４名、議員４名）     

         

【質問者】 

木材ペレットについて。年間６００ｔの製造が必要だが、その算定基礎はなんですか。ま

た、山林の伐採調査についてその進捗状況を教えてほしいです。特に下生坂地区での進捗に

ついて教えてください。         

【村づくり推進室長】 

山林調査の結果を含めて、当初の計画とは変わってきています。山林の急峻な地形もあり、

必要な量の材の確保が調査上は難しいのではないかと感じています。ペレットだけではなく

薪のストーブへ解釈を広げて考えていく予定です。      

【エコロミ】 

ペレットストーブの導入については全民家の半分で当初数字を立てている。その場合年

間１００日の稼働予定で６００ｔ必要だという計算でした。山林調査の結果については、対

象山林は王城の赤松林などが現状対象になるのではないかと考えています。民間事業者が村

の中に入ってきて事業として成り立つやり方や場所を見極めていく段階です。生坂村の植生

は７割が広葉樹です。昔、薪を採取する場所として活用していたが現在整備できていないと

ころをどのようにしていくか、ということが課題です。    

      

【質問者】 

ペレットの製造の数字について。算定基礎がしっかりしないと設備運営が上手くいくと

は思えないです。当初、雇用拡大の話の中でペレット製造工場の話がありましたが、ペレッ

ト工場は本当に必要でしょうか。また、山林調査について間伐して結果、崩落している地域

も実際にあるのでしっかり調査をして欲しいです。また、災害が起こった場合にどこが責任

を取るのか確認をしたいです。ストーブとエアコンの補助については煙突設置等、工事費は

含まれるのか。含んだうえで上限の 何割ということに方がいいと思うので考慮してほしい

です。          

【藤澤村長】 

ペレットについて。当初は全世帯の半分を設定していました。しかし山林調査の結果、難

しいということが分かったので薪の平行利用に舵をとりました。今後、環境省との交渉もあ

りますが、ペレット工場については林野庁とのやり取りになると思います。森林整備税も１

人５００円徴収されますが、生坂村は３００万円程度しかありません。それでは、森林整備



ができません。すべてのことを考慮して森林整備につなげていきたいと考えています。スト

ーブの設置費用について、環境省の方でストーブの断熱について床面はいいが壁面はだめ

だというような事例が実際にありました。環境省の方でも現状はっきり示されていないと

ころがあり、今後交渉、確認していきたいと考えています。    

      

【質問者】 

ペレット工場については辞めるという手もひとつあると思います。例えば林業公社を設立

して、多角的に取り組める体制をつくることが大事だと思います。  

【藤澤村長】 

林業に関することは一般質問でどんご提案してほしいです。以前、公社の話もあったが採

算性というところで当時も難しいという印象でした。    

      

【質問者】 

野立ての候補地の進捗はどうなっていますか。また、ソーラーシェアリングについては実

施しない方針ですか。        

【村づくり推進室長】 

ソーラーシェアリングについては、エコロミとぶどう農家にヒアリングを実施していると

ころです。生食用ぶどうでの成果を出している例が無く、現状では判断が難しいです。しっ

かり日の当たるということが大事という意見も多く生食用ぶどうには向いていないのかも

しれないです。          

【平林建設】 

下生坂地域の野立て候補地に関しては２件、民家については村内全域で１５０軒程度調査

を進めています。          

【村づくり推進室長】 

下生坂地区の野立ての２件に関しては、あくまで候補地であり調査を進めているところで

す。           

           

【質問者】 

野立ての候補地について、２件ということだったが全体の回答率がかなり低かったとい

うことでしょうか。         

【村づくり推進室長】 

今回野立ての進め方として色々なやり方を選択した地区がありました、直接電話等でやり

取りしているところもあります。書面上では２件ですが、もう少し情報は頂いているところ

です。          

【平林建設】 

前回もお示ししましたが、ハザードマップに載っている地区等は除外させて頂いています。 



全体だと何十件か話を頂いていますが、今後１年間かけて精査していきます。  

        

【質問者】 

森林整備の話がありましたが、竹林が荒れている状況があります。合わせて整備してほし

いです。           

【エコロミ】 

竹林については下生野でも話があがりました。県の補助金使用なども合わせて検討してい

きたいと考えています。 

【藤澤村長】 

今年度、竹林整備の講習会を予定しています。破竹の出荷も活発にして、合わせて整備し

ていきたいと考えています。       

   

【質問者】 

高齢化が進んでいるので講習会に参加しても整備が難しい現状もあるので、検討してほし

いです。 下生坂の公共施設はどこに太陽光パネルが設置される予定か教えてほしいです。

【村づくり推進室長】 

はるかぜ、体育館についてもパネルの設置を予定しています。   

【平林建設】 

調査次第ですが、体育館の屋根は傾斜の関係で厳しいかもしれないです。  

         

【質問者】 

施工業者は村内に限られますか。       

【藤澤村長】 

村民のための事業なので、基本的には村内企業、共同提案者である JA を考えています。

村内で事業者側からの希望が少なければ、村外業者も検討します。   

       

【質問者】 

龍と子の文字を読みやすくしてほしいです。      

【ヒッタイショ】次回入稿分からピンク文字が黒に変更済です。字のサイズについても検討

します。           

           

【質問者】 

自分の土地には中部電力の高圧線が近くにあるが、パネルの設置に関して基準はあるか。

【エコロミ】 

高圧線の近くでも特に技術的、法律的にも設置できないという基準はありません。 

          



【質問者】 

能登の地震で太陽光パネルの火災が起こったという情報があったが、消火に関してなにか

問題が起こる要素はありますか。       

【エコロミ】 

一般論として、太陽光が破損した場合、コードが外れている場合ショートして感電するこ

とはあります。消火に対する弊害については現状、情報はない。火災時に太陽光パネルが解

けて流出する事例は確認しています。      

【牛越副村長】 

宇留賀地区でも同じ質問が出たので、消防団へ共有できるように調査中です。  

        

【質問者】 

雹害、台風などによって太陽光パネルの破損が起こった場合、株式会社いくさかてらすで

補償することになると把握していますが、その後変更、進展はありますか。 

【村づくり推進室長】 

前提としていくさかてらすで補償することは変わっていないです。天災での補償について

は保険を活用します。飛び石等が起こり得るようなリスクの高いところに関しては設置をし

ない方針です。基本的に契約者の必要電力量の不足分として、野立てを計画しています。必

要量以上はつけないということです。      

【平林建設】 

雹が降ればガラスなので割れるが、ルールをもって点検、整備していきます。早期に対応

することが大事です。        

   

【質問者】 

太陽光パネルを民家へ設置する数の計画があったが、当初の３割程度（１５０軒）しかな

いという説明を先ほど受けました。計画には全然足りないと思うがどうですか。   

【村づくり推進室長】 

民家への設置なので個別の合意が必要です。株式会社いくさかてらす（以下、「いくさか

てらす」という。）の電気代等、詳細をお示しできていない現段階で１５０軒程度というこ

とです。          

           

【質問者】 

説明会の開催時間について。子育て世帯だとなかなか参加できない時間帯です。生放送、

アーカイブなどでどのように話がすすんでいるかを確認できるようにしてほしい。また、地

区ごとではなく、やまなみ荘の大ホールなどで色々な日程で行ってほしいです。   

【村づくり推進室長】 

未来スクールの実施時、他地区でも同じ意見を頂いています。地区ごとの場合はなかなか



時間の設定が難しいですが、色々な場で、事業の普及を行っていきたいと思っています。他

地区の状況についても広報、事務局を通して発信して いきます。   

           

【質問者】 

今回の事業は通常使っている電気が本当に必要な量なのか、ということを考えなおすいい

機会だと思っています。本事業を活用して、これを導入すればどれくらい削減できるのか等、

分かりやすく啓発していってほしいです。未来の子供たちのために、海外からの地下資源に

頼らなくて良い、そもそもの生活といったところを考えてほしいです。   

【村づくり推進室長】 

色々な意見があるが、情報を精査して実施していきます。     

           

【質問者】 

過去、インターネット回線の営業などが村に入ってきたことがあります。それに不随して

オレオレ詐欺など起こる可能性があるので留意してほしいです。   

【藤澤村長】 

いくさかてらすの事業においては他社から連絡がいくことはないです。併せて周知してい

きます。          

           

【質問者】 

電気料金について。再エネ負担金については契約を変えた場合どうなりますか 

【エコロミ】 

いくさかてらすも同様に徴収します。制度上、どこのエネルギー会社も納めなければいけ

ないシステムになっています。       

    

           

【質問者】 

古民家脱炭素リノベーション事業について。古民家の基準はどのように決まっていますか。 

【村づくり推進室長】 

令和６年度実施分は茅葺屋根、元養蚕農家の家をまず考えています。その他、村内の工務

店と相談し住んでいる家に関しては令和 7年度から順次実施していきます。  

        

【質問者】 

龍と子など、印刷物について上等な紙を使いすぎていませんか。再生紙等使用することは

考えていませんか。        

【ヒッタイショ】 

再生紙の利用などももちろん考えていかなければいけないと思います。現状は、単価と納



期を考慮して印刷しています。今後検討させていただきます。    

         

【質問者】 

省エネ機器の導入について、村内業者の指定がありましたが、量販店等はだめですか。 

【藤澤村長】 

基本的には村内業者でお願いしたいです。購入金額の 1／３、１／４の補助が出ますので

量販店より高くなることはないと思います。      

    


